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キャッチボールキャッチボールキャッチボール 第三球　西条市の平成25年度当初予算について
市長コラムvol.003

　　　　　　　　桜前線が日本列島を北上しています。冬の寒さに耐えてきただけに、心躍る季節の
　　　　　　　到来ですね。さて今月は、西条市の平成25年度当初予算について、私なりに解説して
　　　　　　　みたいと思います。
　　　　　　　　当市の予算は、目的や性質によって、一般会計（福祉、教育、道路整備など一番身
　　　　　　　近な事業を行う）、特別会計（介護保険や公共下水道事業など特定の収入で事業を行
　　　　　　　う）、企業会計（水道や病院事業など収益を上げる事業を行う）の３つに大別されま
すが、その中心となる一般会計の平成25年度の当初予算規模は、約411億４千万円となっています。
　新しい事業を紹介しますと、
○合併後の８年間を総括し、今後10年を期間とする第２期総合計画の策定予算
○医師確保のための医学生奨学金制度の創設予算
○市内を起点・終点とするバス路線を高齢者が１回100円で利用できるようにするための予算
○ウイングサポートセンター、放課後児童クラブ、保育所運営などを充実するための予算
　などがあります。
　この予算を皆さんのご家庭の「家計簿」に例えると次のようになります。分かりやすくするため、
１万分の１である411万４千円に縮小して、１年間の家計に置き換えてみました。

　家計を見直す場合には、「給与を増やす」、「借金を減らす」、または「支出を抑える」ことが鉄
則です。その中でも「給与を増やす」ことができれば最高であり、将来に向けてもその努力を継続し
なければなりません。
　そこで西条市では、企業立地促進条例を改定し、さらに多くの企業に当市へ進出いただきたいと考
えています。新年度からは、工業用水の利用奨励金や、食品産業の立地奨励金などでも産業支援をし
ていきたいと思います。また、中小製造業者が創意工夫により自主的に取り組む戦略的事業を支援し、
地域経済の活性化と雇用の安定確保に努めます。
　一方、当市の基幹産業である農林水産業では、担い手の確保や基盤整備事業を推進し、この地域の
豊かな農林水産資源を活用して「総合６次産業都市」の実現に取り組んでいきたいと思っています。

預貯金の引き出し
（繰入金）

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金） １７４万５千円

銀行等からの借り入れ
（市債） ４１万５千円

１８万５千円

給与
（市税などの自主財源） １７６万９千円

収　　入

４１１万４千円計

預貯金（積立金） １千円

支　　出

４１１万４千円

保険料・税金等（補助費等）

医療費・教育費（扶助費） ９４万６千円
住宅ローンなどの借入金返済
（公債費） ４７万６千円

３５万６千円
夫や子どもの小遣い（繰出金） ４２万２千円
家屋の増改築費等（投資的経費等） ５８万１千円

生活費（人件費、物件費） １３３万２千円

計
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